
記 者 発 表 資 料

平 成 ２ ３ 年 １ 月 ２ ０ 日

中 央 構 造 線 の 活 断 層 を 確 認 ！ ！
～ 保 存 検 討 委 員 会 を 開 催 ～

【 ポ イ ン ト 】

・ 国 土 交 通 省 徳 島 河 川 国 道 事 務 所 が 、 道 路 工 事 を 進 め て い る

「 国 道 ３ ２ 号 猪 ノ 鼻 道 路 （ 徳 島 県 三 好 市 池 田 町 ） 」 に て 、 中 央 構
い の は な と く し ま け ん み よ し し い け だ ち よ う

造 線 の 活 断 層 を 確 認 し ま し た 。 （ 別 紙 -1）

・ こ れ を 受 け て 、 大 学 の 先 生 方 の ご 指 導 を 仰 ぎ 、 保 存 方 法 の 検

討 を 行 う 会 議 （ 国 道 ３ ２ 号 猪 ノ 鼻 道 路 中 央 構 造 線 保 存 検 討 委 員
い の は な ど う ろ

会 ） を 下 記 の と お り 開 催 し ま す 。

記

・ 日 時 ： 平 成 ２ ３ 年 １ 月 ２ １ 日 （ 金 ） １ ３ ： ３ ０ ～ １ ５ ： ３ ０ （ 予 定 ）

・ 開 催 場 所 ： ① １ ３ ： ３ ０ ～ 現 地 （ 別 紙 -1）

② １ ４ ： ２ ０ ～ 三 好 市 役 所 三 好 分 庁 舎
み よ し み よ し

（ 三 好 市 池 田 町 ﾏﾁ2145-1） （ 別 紙 -2）
み よ し い け だ ち よ う

・ 出 席 者 ： 出 席 者 名 簿 （ 別 紙 -3）

※ 報 道 関 係 者 の 傍 聴 に つ い て は 登 録 の 必 要 は あ り ま せ ん 。 尚 、 カ メ ラ 撮 り に つ い

て は 、 現 地 は 可 能 で す が 、 会 議 に つ い て は 冒 頭 の み で お 願 い し ま す 。

【 概 要 】
・ 本 委 員 会 は 、 工 事 予 定 箇 所 が 崩 壊 の 恐 れ も あ る 脆 弱 な 地 質 を 呈 し て い る こ と か ら 、

ほうかい ぜいじやく

地 質 的 分 野 及 び 工 学 的 分 野 の 各 先 生 方 に 集 ま っ て 頂 き 、 学 術 的 に 大 変 貴 重 な 断 層
だんそう

露 頭 の 保 存 方 法 に つ い て 検 討 を 行 う 事 を 目 的 と し て い ま す 。
ろ と う

国 土 交 通 省 四 国 地 方 整 備 局 徳 島 河 川 国 道 事 務 所

本 施 策 は 、 四 国 圏 広 域 地 方 計 画 「 NO.1人 と 文 化 を 育 む 産 学 官 連 携 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」 、 「 NO.5

圏 域 の 連 携 に よ る 発 展 に 向 け た 地 域 力 向 上 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」 、 「 NO.6防 災 力 向 上 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」 、

「 No.7中 山 間 地 域 ・ 島 し ょ 部 活 性 化 ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ」 の 取 組 み に 関 連 し ま す 。

【 問 い 合 わ せ 先 】

国 土 交 通 省 四 国 地 方 整 備 局 徳 島 河 川 国 道 事 務 所

Ｔ Ｅ Ｌ ： 088-654-2211（ 代 表 ） Ｔ Ｅ Ｌ ： 088-654-9162（ 直 通 ）

副 所 長 （ 道 路 ） 上 林 正 幸 内 線 ２ ０ ５
かみばやし ま さ ゆ き

◎ 工 務 第 二 課 長 渡 辺 修 身 内 線 ４ １ １
わ た な べ お さ み



　　　　　中央構造線の活断層確認箇所

別紙－１

中央構造線の活断層確認箇所



『国道３２号猪ノ鼻道路中央構造線保存検討委員会』
【開催場所】三好市役所三好分庁舎
            （三好市池田町ﾏﾁ2145-1）
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四国縦貫自動車道
（徳島自動車道）



「国道３２号猪ノ鼻道路中央構造線保存検討委員会」

　　　　　　　　　　出席者（委員）名簿

　　　委員：石田　啓祐
　　　　　　（徳島大学総合科学部教授）

　　　委員：蒋　景彩
　　　　　　（徳島大学大学院准教授）

　　　委員：末峯　章
　　　　　　（京都大学准教授）

　　　委員：西山　賢一
　　　　　　（徳島大学大学院准教授）
　
　　　委員：長谷川　修一
　　　　　　（香川大学工学部教授）

　　　委員：矢田部　龍一
　　　　　　（愛媛大学工学部教授）

　　　委員：馬淵　文彦
　　　　　　（三好市役所教育委員会次長）

　　　委員：森岡　泰裕
　　　　　　（国土交通省徳島河川国道事務所長）
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